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▲山梨県保険医協会の実態調査結果を報じたテレビのニュース番組

全
国
保
険
孟
団
任
連
怠
も
迄
都
道
府
懸
痰
溶
希
袈
云
で
は
こ
の

問
「
オ
ン
ラ
イ
ン
霧
饂
懃
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
患
切
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
界
乞
ま
と
め
、
記
者
会
兒
な
ど
を

通
じ
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
医
捩
喝
抽
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
止
ま

2
5

い
爾
に
つ
い
て
、
共
に
稽
じ
て
い
ま
す
。

（
山
和
璽
藝
璽
会
使
墜
墜
量
森
晨
）

マ
ス
コ
ミ
等
で
も
大
き
く
取

リ
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
問
題

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
の
に
も
か
か
わ

ら
丈
医
痙
簡
の
器
待
で
カ
ー

ド
リ
L
タ
ー
孟
翫
み
取
リ
を
行
っ

た
際
に
、
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ず
、
保
険
証
と
し
て
の
機
能

が
使
え
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
に

つ
い
て
、
山
梨
県
＇
険
医
協
会

で
も
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

山
梨
協
会
と
し
て
、
調
査
結
果

に
つ
い
て
の
記
者
発
表
を
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、

Y
B
S山

梨
放
送
は
他
県
の
情
報
を
手
に

入
れ
、
山
梨
協
会
に
も
問
い
合

わ
せ
て
き
た
た
め
、
協
会
と
し

て
の
記
者
発
表
前
に
ニ
ュ
ー
ス

放
送
と
な
り
ま
し
た
。
記
者
発

表
後
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
各
社

が
報
道
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
緊
急
の
取
リ

組
み
で
あ
り
、
実
際
に
医
療
機

関
に
来
院
し
て
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
で
受
診
し
た
患
者
さ
ん
が

わ
ず
か
（
利
用
率
6
％
程
度
）

と
い
う
の
状
況
の
中
で
、
回
答

い
た
だ
け
な
か
っ
た
医
療
機
関

象
ノ
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
で
受
診
す

る
串
箸
さ
ん
の
医
療
を
受
け
る

匿
堕
霞
磁
~
墨
H一
呈
菌
直

今
回
の
調
査
結
果
は
、
あ
く
で
す
。

ま
で
も
氷
山
の
一
角
で
し
か
あ
任
意
で
あ
る
は
ず
の
マ
イ
ナ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
2
0
2

ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
た
め
に
、

4
年
秋
を
迎
え
、
現
在
の
紙
や
政
府
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
利

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
健
康
保
険
証
用
し
て
、
現
在
の
保
険
証
で
何

が
廃
止
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
患
の
不
具
合
も
起
き
て
い
な
い
の

者
さ
ん
が
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
健
康
保
険

で
の
受
診
を
余
儀
な
く
さ
れ
れ
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

ば
、
大
変
な
事
態
に
な
る
こ
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
を
強
制
し

は
明
白
で
す
。
国
が
招
い
た
こ
ま
し
た
。
性
急
な
制
度
構
築
を

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
何
の
責
任
も
行
っ
た
結
果
、
シ
ス
テ
ム
も
、

な
い
医
療
機
関
と
患
者
さ
ん
の
人
も
、
つ
い
て
い
け
な
い
状
況

ト
ラ
ブ
ル
ヘ
と
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
り
、
医
療
紐
菫
者
へ
の
大
山
梨
県
＇
険
廃
海
会
は
、
こ

き
な
負
担
と
な
る
ば
か
り
か
、
の
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
が
す
べ

医
療
へ
の
不
信
感
の
増
大
に
も
て
解
消
さ
れ
る
ま
で
は
、
ま
ず

つ
な
が
リ
ま
す
。

は
シ
ス
テ
ム
を
一
日
停
止
し
、

今
回
山
梨
県
協
会
の
調
査
総
点
検
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、

で
は
実
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
現
在
の
保
険
証
を
廃
止
せ
ず
存

た
が
、
全
国
的
に
は
他
人
の
情
続
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し

報
に
紐
つ
け
ら
れ
て
い
た
事
例
ま
す
。

甕
璽
葦
t--

璽＇

山
梨
県
＇
険
医
協
会
が
実
施
直
接
的
に
は
、
被
保
険
者
情

し
た
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
報
を
収
載
す
る
サ
ー
バ
ー
や
、

は
、
会
員
医
療
機
関
か
ら
51件
保
険
者
、
事
業
所
の
被
保
険
者

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ン
情
報
の
抹
消
や
更
新
遅
れ
、
更

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
運
用
を
開
新
不
備
等
に
起
因
す
る
エ
ラ
ー

始
し
た
医
療
機
関

(44件
）
の
で
あ
り
、
古
い
保
険
証
が
デ
ー

う
ち
、

17
件

(
3
8
.
6
%）
が
、
夕
上
切
り
替
わ
っ
て
い
な
い
こ

「
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
」
と
回
と
に
よ
り
ま
す
。
転
職
・
退
職
、

答

し

ま

し

た

。

結

婚

、

出

産

な

ど

、

人

生

の

ラ

ト
ラ
ブ
ル
の
種
類
に
つ
い
て
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
進
展
・
変
化

の
設
問
に
対
す
る
回
答
（
複
数
に
伴
い
、
加
入
す
る
保
険
や
加

回
答
可
）
で
は
、
「
無
効
．
該
入
形
態
が
切
り
替
わ
る
毎
に
発

当
な
し
と
表
示
さ
れ
被
保
険
者
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

の
資
格
情
報
が
正
し
く
反
映
さ
ト
ラ
ブ
ル
ヘ
の
対
処
方
法
は
、

れ
な
い
」
が
5
6
.
0
％
で
最
多
「
そ
の
日
に
持
ち
合
わ
せ
て
い

と
な
り
ま
し
た
。

た
健
康
保
険
証
で
資
格
確
認
を

権
利
か
侵
害
さ
れ
る
深
刻
な
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
と
い

う
事
実
は
重
大
で
す
。

ウェフ‘
学詈会『オンライン請求義務化の硯状と課題について』
日時： 2023年8月8日（火） 19:00--20:00

講師：前谷かおる氏（全国保険医団体連合会事務局）

対象：どなたでも参加・視聴できます (zoomで。事前の申し込みは不要です）

参加費：無料

主催：山梨県保険医協会

＊ミーティングID:890 4712 4046/＊パスコード： 021221

し
た
（
4
8
.
1
%）
」
‘
-
保

讐
畑
絡
だ
宜
．
焉
）
」
、

「
レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
相
談

し
た

(
1
4
.
8
%）
」
、
「
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
に

(11.

1
%）
」
な
ど
で
す
。

皮
肉
に
も
、
廃
止
が
予
定
さ

れ
て
い
る
現
行
の
健
康
保
険
証

に
よ
リ
資
格
確
認
が
で
き
、
保

険
診
療
か
可
能
と
な
っ
て
い
ま

学習懃画『保険証廃止による医療・介護硯場への影響』
＊山梨県保険医協会は6月13日、全国保険医団体連合会の本並省吾氏を講師に「保険証廃止による医療・介

護現場への影響」のオンライン学習会を開催いたしました。 「マイナ保険証」を利用したオンライン資

格確認システムのトラブルの事例や現伏と今後の運動などについて 学びました。

学習会の動画・ 資料は、 YouTubeの「山梨県保険医協会チャンネル」にアップしてい

ますので、ぜひご利用ください。 「山梨県保険医協会チャンネル」で検索、または、

右のQRコードを読み取リ、動画をご覧ください。

す
。一

方
で
、
ト
ラ
ブ
ル
時
に

「
す
ぐ
に
双
応
で
き
な
か
っ
た
」

が

7
件

(
5
0
.
0
%）
で
し

た
。
理
由
は
「
レ
セ
コ
ン
メ
ー

カ
ー
に
す
ぐ
に
つ
な
が
ら
な
い

(
2
0
.
0
%
）
」
「
そ
の
他

(
8
0
.
0
%
）
」
で
し
た
。

「
そ
の
他
」
の
理
由
と
し
て
、

「
保
讐
へ
聞
く
こ
と
で
0
k

雪
毎
直
讐
国
篇
園
面

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と
と
串
箸
ど
の
間
に
無
用
な
ト
ラ

に
つ
い
て
串
箸
か
ら
苦
情
を
言
ブ
ル
を
招
い
て
い
る
こ
と
が
わ

わ
れ
た
ケ
ー
ス
が2
件
(
8
•
か
リ
ま
し
た。

0
%
)
で
し
た
。

「
マ
イ
ナ
保
政
府
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

険
証
」
化
に
よ
っ
て
医
療
機
関
確
認
シ
ス
テ
ム
の
義
務
化
、
マ

だ
っ
た
」
ー
シ
ス
テ
ム
が
再
起

動
さ
れ
て
も
エ
ラ
ー
と
な
り
、

串
宰
臼
の
待
ち
時
間
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
「
工
事
日
程
の
調
整

が
す
ぐ
出
来
な
か
っ
た
」
「
ト

ラ
ブ
ル
の
原
虚
初
衣
宏
な
か
っ

た
」
等
、
と
す
ぐ
に
ト
ラ
ブ
ル

対
処
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
少

な
か
ら
ず
で
し
た
。

山梨県社保協のメールアドレスが変わりました。 p
 

.
J
 

n
 

．
 m
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イ
ナ
保
険
証
あ
リ
き
の
政
策
を

Sa
 

強
引
か
つ
お
粗
末
な
体
制
で
進

anm
 

め
て
き
た
結
果
、
マ
イ
ナ
保
険

Ya＠
 

房
利
用
拡
大
に
伴
い
串
箸
．

ふ

゜

医
療
現
場
双
方
が
被
害
を
受
け

ah

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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いのちと健康を守る峡西峡南地域連絡会
2023年度役員（敬称略）

会長：金子さき子（回摩共立莉剋長）＝新

副途長：名取純一（峡西鴎衰友の会長）

事：天野貴子（巨摩共立病院副事務長） ＝新

事務局；欠長：鈴木徳平（峡西健康友の会事務局長）

事務局；欠長：吉野美佐（巨摩共立病院医療福祉相談室長）

幹事：河西倫和（巨摩共立歯科診捺所串務長）

幹事：佐々 木岳志（山梨民医労巨摩支部）

幹事：吉野真帆（福祉保育労さくらんぽ分会） ＝新

幹事：本梅かおり（ショートステイももぞ茂醒讚） ＝新

幹事：河野龍二（回摩共工福寄印詞組繭課長）

幹事：望月優一（巨摩共立病院西照爵牡固楚巨）

幹事：白倉洋朗（あすなろ回蒙蔚甜長）

会計監査：山川大樹（山梨民医労巨摩支部）

▲総会であいさつする金子さき子新会長（左）

「
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
峡

西
峡
南
地
域
連
絡
会
」
（
峡
西

峡
南
地
域
社
保
協
）
は
6
月
26

日
、
第
34
回
定
期
総
会
を
ひ
ら

き
ま
し
た
。

2
0
2
2年
度
の

活
動
を
総
括
し
、

2
0
2
3年

度
の
運
動
方
針
案
・
予
算
案
を

決
め
、
新
役
員
体
制
を
選
出
し

ま
し
た
。

喜
の
運
胄
針
と
し
て
、

▼
国
保
料
引
き
下
げ
や
子
ど
も

況
~
5

ムL格醜地爾紬噸｛寸を翡

の
均
等
割
廃
止
な
ど
国
民
健
康

保
険
改
善
の
取
り
組
み
、
▼
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
窓
口

無
料
復
活
を
求
め
る
取
リ
組
み
、

▼
コ
ロ
ナ
対
応
や
物
価
高
騰
で

苦
し
む
医
療
機
関
・
介
護
施
設

へ
の
財
政
支
援
を
求
め
地
域
住

民
の
医
療
・
介
護
を
守
る
取
リ

組
み
、
▼
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
、
介
護
保
険
料
引
き
下
げ
な

ど
制
度
改
善
を
求
め
る
取
リ
組

み
、
▼
保
育
士
配
置
基
準
の
見

直
し
や
保
育
給
食
費
無
償
化
を

求
め
る
取
リ
組
み
、
▼
交
通
弱

者
対
策
な
ど
交
通
政
策
の
改
善
、

▼
難
聴
者
補
聴
器
購
入
へ
の
助

成
制
度
実
現
を
め
ざ
す
取
り
組

み
、
▼
地
域
の
自
治
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
の
諸
団
体
と
の
共

同
の
取
り
組
み
の
促
進
、
▼
自

治
体
と
と
も
に
国
の
社
会
保
障

政
策
を
変
え
て
い
く
取
り
組
み
、

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

新型コロナパンデミックにより、日本の社会保障をはじめとした

政治や社会の貧困があらためて明らかになりました。自公政権の失

政により日本経済は行き詰まり、2023年1月の消費者物価指数は

41年4カ月ぶりの高水準となっています。その上、前代未聞の軍事

費2倍化に突き進み、軍拡増税と社会保障の解体を押し付けようと

しています。「大砲かバターか、再び」の局面です。

「朝日訴訟」の地・岡山県で記念すべき50回目を開催します。

2023年

9月16日017日。
＂国コ 13:00-17: 00 日国コ10:00-15: 00 

国岡山市勤労者福祉センター
（原則、岡山県居住者のみ）※県外居住者は原則、オンライン参加
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■記念講演 13:15~

生活保護引き下げ違憲訴訟
ー朝日訴訟のたたかいの歴史から何を学ぶべきか

NPO朝日訴訟の会・会長

則武透
13:00 開校あいさつ

14:15 記念講演の質疑応答

1s:oo 口 珊場からの「特別報告J(3本予定）
17:00 休校

口 13:00~

シンポジウム

生活保護基準引き下げ違憲訴訟では
何が問われているのか

シンポジウム・コーディネイター ―-= 
弁護士 ＼ニ

森岡佑貴 ... 1に
ロ林道一細神年病院•PSW 上村江
シンポジスト 県1広鳥大学准教授志賀信夫

岡山訴訟の原告（予定）1s:oo I閉校式

彎 ；:：ごんよ;:？‘：間3,000円（1日参加1,500円）
回ぷ．． 9• お申し込み期日／8月25日（金） 入金期日／8月31日（木）

〈お申し込み時、登録されたメールアドレスに受付完了メールが自動返信されます〉

一
中
央
社
会
保
障
学
校
函

;

.

9

己
国
邑
＿

朝
日
訴
訟
の
精
神
を
あ
ら
た
め
て
学
び
、
暮
ら
し
に
い
か
そ
う

［主催］中央社会保陣推進協議会・第50回中央社保学校珊地実行委員会 | 
n03-5808-5344 Fax.03-5808-5345 E-mail: sankasyaho2S@shahokyo.jp 

▼日本学生支援機構に要請書を手渡す梨高教の参加者（左）。

パ ． 〉 ｀；払J

饂割；lII,f漏隠ml
高
校
教
育
課
題
の
前
進
の
た

め
職
場
か
ら
の
切
実
な
願
い
を

結
集
し
て
政
府
に
届
け
る
全
国

高
校
組
織
懇
談
会
の
中
央
行
動

が
6
月
8
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

職
場
の
違
い
を
超
え
て
一
致
す

る
要
求
で
連
帯
し
、
全
国
か
ら

22組
織
．

60人
が
東
京
に
集
ま

リ
ま
し
た
。

自
民
公
明
と
そ
の
補
完
政
党

に
よ
る
悪
法
強
行
を
め
ぐ
る
国

会
情
勢
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
北

璽
の
翌
籠
廃
合
と
再
任
用

問
題
大
阪
の
公
立
高
校
が
な

く
な
る
問
題
、
山
口
の
長
時
間

労
働
と
教
職
の
魅
力
低
下
問
題

を
学
び
、
交
流
し
ま
し
た
。

学
蛮
釜
流
位
柊
応
、

9
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
省
庁
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
書
を

提
出
し
、
各
省
の
担
当
者
と
40

分
ほ
ど
懇
談
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
へ
は
、
「
教

育
予
算
を
大
幅
に
増
や
し
教
育

条
件
を
改
善
す
る
こ
と
、
給
特

法
を
抜
本
的
に
改
正
し
教
員
の

長
時
問
過
密
労
働
解
消
と
時
間

外
手
当
を
支
給
す
る
し
く
み
を

作
る
こ
と
」
の
要
請
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
へ
は
、
「
高

校
生
は
じ
め
青
年
の
雇
用
・
就

職
を
補
償
し
、
働
く
ル
ー
ル
の

確
立
を
求
め
る
」
要
請
書
を
提

●制度設計の根本の問題→「給付と負担の連動」

「払える保険料であるかどうかjは、はじめから考慮の外

【第1号保険料の決め方】

●3年間のサービス利用を見込む

↓ 

●介護費用を推計する

↓ 

●その金額を65歳以上に割当てる

▼介護サービスの利用が増える
↓ 

▼介護給付費が増大する
↓ 

▼65歳以上高齢者への割当て
（保険料）が増える

◆年金が下がり続けても、介護保険料はそれとは無関係にどんどん上がる
◆住民の介護ニーズに応えてサーピス充実すれば、介護保険料を高額にしてしまう（自治体のジレンマ）

,4•I·卜ti

ァ門三こ」●税制改正による0-:芯=＝ご一 雪だるま式負担増の影響— 2005年～2007年（小泉純一郎・竹中平蔵の時代）

0 "'晒↓c... 
．．．清酎99滅9こよる....酎

a —11 
”-••しで年金か らの ▼老年者控除の廃止
天999珊霞

の 隼言王霊詈‘；への●●

▼公的年金等控除の縮小
▼高齢者の住民税非課税限度額の廃止

-...-．の蟻舅（住匹）
▼定率減税の廃止

住民税の嘉鱒書の●●●隕宣麟の虞止
血 oll.,
・建事叩09減9こよ碑紐珊• J ▼収入は増えないのに課税所得が増え、 税負担が数倍～十数倍に一 ▼連動して国保料や介護保険料が「雪だるま」式に膨れ上がる事態に

0,."'"0-
（溝員O'II"μ,）

©四庫の匹匹•止
▼2008年度からは後期高齢者医療制度がスタート

→75歳以上は強制加入・医僚保険料の年金天引きが始まる

出
し
ま
し
た
。

防
衛
大
臣
に
は
、
「
高
等
学

整
祈
規
翌
茉
生
へ
の
自
衛
官
募

集
に
か
か
わ
る
」
要
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

日
本
学
生
支
援
機
構
理
事
長

に
は
、
「
給
付
奨
学
金
制
度
の

い
っ
そ
う
の
充
実
・
整
備
を
求

め
る
」
要
請
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
他
に
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、

全
国
懃
寺
学
校
P
T
A
連
合
会
、

全
国
吉
塵
寺
学
校
長
協
会
、
全
国

知
事
会
、
経
済
同
友
会
と
も
、

一
控
佼
の
抱
え
る
教
育
課
題
に
つ

い
て
要
請
し
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。
（
和
否
向
教
・
石
川
公
司
）

現
場
か
ら
の
切
実
な
願
い
を
集
め
政
府
に
要
請

| ；:：：ご自治体キャラ／l`ン準備企画|

ミニ学習会

▲▼介護保険料についての学習会のスライドから (6月29日、山梨民医連介護ウェーフ推進委員会）

●国庫負担増、国負担の減免制度を

一 ▼「絵付と負担の連動」の矛盾に対し

「払える介護保険料」にするためには

公費を増やすしかない

▼国庫負担を大幅に増やし、保険料負担を

「無理なく払える水準」にまで圧縮を

▼「応能負担」「所得再配分」を貫く

▼国序負担による保険料減免を

●多段階化すすむも、逆進性は解消できず

旦

切●＂＂●^ ・ご mうゼての万円以下

＇をあわせて OO万呻1公9

それ切灼社，..且K9，ゎOOO万円以下

介護保険料について、
八゚ナルティについて、学研

ー
[..無収入 ・住民性非課税であっても保険料の負担を求められる矛后は変わらない

▼甲府市では、 「所得1億円」でも介護保険料の負担は17万8890円どまり →著しい逆進性 ・不公平
▼年18万円 • 月 1万5千円以上の年金受給者からは保険料を年金天引き（強制）→高齢者の生存権の侵害

山
梨
民
医
連
介
護
ウ
ェ
ー
ブ

推
進
委
員
会
に
よ
る
介
護
保
険

改
善
を
課
題
と
し
た
自
治
体
要

請
証
釦
（
自
箆
竿
ャ
ラ
バ
ン
）

を
準
備
す
る
企
画
と
し
て
、

6

月
29日
に
「
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
」
、

7
月
3
日
に
「
（
保

険
料
滞
納
へ
の
）
ペ
ナ
ル
テ
ィ

に
つ
い
て
」
の
ミ
ニ
学
習
会
を
、

そ
れ
ぞ
れ
昼
休
み
の
時
間
帯
の

30分
を
利
用
し
て
開
催
し
ま
し

た。
講
師
は
、
山
梨
県
社
保
協
の

津
布
久
博
人
事
務
局
長

(
6月

29旦
と
、
里
府
市
中
央
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
井
上
雅

美
所
長

(
7月
3
日
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
つ
と
め
ま
し
た
。


